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地域連携センターだより

令和3年9月 No.168

病院の理念

1、患者さんの視点に立った安心・安全な医療の実践に務めます。
2、患者さんに最適な医療を提供できるように努めます。
3、新しいことにもチャレンジし、医療の質の向上に努めます。
4、思いやりのある医療人の育成に努めます。

9月の休診・代診について

休診・代診については、ホームページ（休診案内）をご確認いただくか、
地域連携センターまでお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。

和泉市立総合医療センター 地域連携センター
月～金曜日 9：00～19：00まで
土 曜 日 9：00～13：00まで

（但し祝日・年末年始の休日は除く）

TEL:0725-41-3150（直通）

FAX:0725-41-2513 (直通）

直
進

地域連携センター
予約受付時間

日 時：2 0 2 1年 9月 3 0日（木）17：30～18：30

1．『新型コロナウイルス肺炎のCT画像診断』
和泉市立総合医療センター 放射線科 医師 前田 裕之

2．『病理診断における凍結標本作製について』
和泉市立総合医療センター 中央検査科 臨床検査技師 中村 陽一

参加方法については別紙ご参照ください。

令和3年度 第3回 和泉市立総合医療センター

クリニカルカンファレンスの開催
Web開催

内分泌・糖尿病内科からのお知らせ

2021年8月末をもちまして、内分泌・糖尿病内科水本加津子医師が退職
致しました。今後ともよろしくお願いいたします。

私たちは 健診センター です。

地域の総合医療センター内に設置された健診センターの特性や利点
を活かして、最新の医療機器を用いた検査や各専門科の協力による診
断精度向上に努め、受診された皆さまに満足していただける、質の高
いドック・健康診断の提供を目指しています。

健診センターの詳細については中の（TOPIC）をご確認ください

TOPIC 下部内視鏡（大腸ファイバー）の
検査予約を承っております

診察・検査予約依頼書の□下部消化管内視鏡に☑し、FAX頂ければ予約票を返信
させていただきます。

※検査前日の就寝前に内服して頂く下剤の処方をお願いいたします。
センノシド3錠（フォルセニド、プルセニドなど）

検査説明と同意書の取得は当院にて対応いたします。
結果に関しては貴院にお返しいたしますので、貴院にて結果説明をお願いします。

※当日の緊急依頼も受け付けますのでご相談ください。

第2、4土曜日の検査予約も受け付けしております！



婦人科のご案内 主な対象疾患

和泉市立総合医療センター

婦人科 副院長 深山 雅人（みやま まさと）
〈資格〉
医学博士/日本産科婦人科学会専門医
日本専門医機構産婦人科専門医/母体保護法認定医

月 火 水 木 金 土

午前

深山
（初診・予約制）

松原
（再診・予約制）

梅咲
（初診・予約制）

☆松田
（初診・予約制）

9時半～

☆松田
（初診・予約制）

9時半～

梅咲
（初診・予約制）

梅咲
（初診・予約制）

井上
（再診・予約制）

井上
（初診・予約制）

深山
（再診・予約制）

交代制（初診）

第1、2、3週目のみ

※受付時間は午前8：00～午前11：30外来担当医表

婦人科の特色

良性腫瘍

開腹手術 31

子宮全摘術 21

付属器手術 5

筋腫核出 5

腹腔鏡手術 70

子宮全摘術 24

付属器手術 39

筋腫核出術 4

膀胱瘤手術（メッシュ） 3

膣式手術 56

骨盤臓器脱手術 6

円錐切除 9

内膜全面掻爬術 5

ポリープ切除 5

子宮鏡下検査・手術 28

その他 3

合計 157

思春期から老年期までの女性の健康を守るため、病気の予防から診断治療まで、さまざまな要望に応

えられるように診療を行っております。特に、婦人科がんの診断、治療に力をいれており、日本婦人科腫瘍

学会指定修練施設として、根治性と低侵襲の両方をはかり、質の高いがん治療を提供しています。進行・

再発悪性腫瘍では、手術療法・化学療法・放射線療法による集約的治療を行っています。他科との連携

を要する場合は、キャンサーボードにおいて治療方針を相談し、各科と協力し腸管切除などの拡大手術も

積極的に行っています。

悪性腫瘍（子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん）、前癌病変（子宮頸部異形成、子宮内膜増殖症）、卵巣

嚢腫、子宮筋腫、子宮内膜症（チョコレート嚢腫、子宮腺筋症）、骨盤臓器脱（子宮脱、膀胱瘤、直腸瘤、

膣脱）尿失禁、月経異常（月経不順、月経困難症、月経前症候群）、機能性子宮出血、更年期障害、

骨粗鬆症

2020年度実績 （2020年1月～12月） 手術総数 226( 4 )件

東京オリンピック、パラリンピックは夢のように終

わり、空気に爽秋の気配が感じられる頃となりまし

た。新型コロナの感染状況は依然として予断を許

さない状況が続いておりますが、当院はワクチン接

種、院内感染防止対策を精一杯頑張っております。

婦人科は、特別顧問の梅咲直彦、深山雅人、井

上裕、松原裕明の4人体制です。非常勤として松田

真希子が週２回（火水）午前診を担当しています。

また、土曜日第1.2.3週は交代制で午前診を開い

ています。

2018年以降、進行卵巣癌や再発例に対してプ

ラチナ製剤の化学療法に奏効した患者には、

PARP 阻害薬であるオラパリブおよびニラパリブ

が維持療法として保険承認され、卵巣がん治療は

大きな転機を迎えています。またPARP 阻害薬の

感受性を予測するバイオマーカーとしてBRCA1／

2 遺伝子変異や相同組換え修復欠損（HRD）が

用いられるようになりました。当院では2020年は

卵巣癌25件の治療を行っています。PARP 阻害薬

をどのような患者に用いるべきか，DNA 修復機構

やHRDに関する知識を深めること、病理検体の取

り扱いなど病理部との連携することが極めて重要

になり、施設基準を順守する体制を整えております。

子宮頸癌23件、子宮体癌21件の治療を行いま

した。外来検査として高精細のビデオヒステロス

コープを導入、子宮内腔病変の直視観察が可能に

なりました。初期子宮体癌では腹腔鏡による子宮

体がん手術７件を行っています。進行卵巣癌や腹

膜癌の多くで審査腹腔鏡をおこない切れ目なく迅

速な治療を心がけています。

一方、女性のライフスタイルの変化のなか、各世

代のさまざまな要望に応えられるような診療体制を

整えています。子宮筋腫、子宮内膜症などの良性

疾患は腹腔鏡下、子宮鏡下手術などの低侵襲手

術を積極的に取り組んでいます。骨盤臓器脱手術

では、膀胱瘤を伴うものでは腹腔鏡下仙骨腟固定

術を７例行っています。手術支援ロボットda Vinci 

Xiが導入され、この8月より婦人科良性疾患に適

用することとなりました。

以上、婦人科の現状について説明させていただ

きました。これからもよい治療が提供できるように

心掛けてまいります。今後ともご指導、ご支援を賜

りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

婦人科 副院長 深山 雅人

☆は女性医師

TOPIC 健診センターのご案内

人間ドック/脳ドック、市民健診（特定健康診査、後期高齢者医療健康診査、がん検診＜肺・前立腺・大腸・胃・子宮・乳房＞、

肝炎ウイルス検診、胃がんリスク検査）、個人健診、生活習慣病予防健診などを、他診療科、中央検査科、中央放射線科など

との連携のもとに実施しています。

精密検査や治療の必要な方には、かかりつけ医や外部医療機関、当医療センター内の各診療科への紹介が可能です。

【 電話でのお問い合わせ・お申込み 】

平日：13時～16時まで TEL：0725-41-1331（代表）

悪性腫瘍

子宮頸がん（CIN3含む） 23

広汎子宮全摘術 3

準広汎子宮全摘術 0

単純子宮全摘術 2

円錐切除術 18

子宮体がん（異型内膜増殖症む） 21

腹式子宮全摘術 14

腹腔鏡下子宮体がん根治手術 7

卵巣がん（境界悪性含む） 25 ( 4 )

卵巣がん根治術および腫瘍減量手術 23

再発腫瘍摘出 2

( 審査腹腔鏡 ) ( 4 )

合計 69 ( 4 )


